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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　配線ダクト本体の長手方向端部の開口に挿入する挿入結合部と；
　矩形状の底部と、前記底部の長手方向における両側部から立ち上がる一対の側壁とを一
体に有し、前記底部と前記一対の側壁によって外面が平坦な断面コ字状に形成されるとと
もに、長手方向の一方側の端部には前記挿入結合部が配設され、他方の端部には開口部が
設けられた本体部と；
　前記本体部の開口部にスライド挿入するとともに係止して前記開口部を閉塞する閉塞板
と；
を有し、前記本体部の断面コ字状の開口が前記配線ダクト本体の設置面側に向くように、
前記挿入結合部を前記配線ダクト本体の長手方向端部の開口に挿入して結合される配線ダ
クト端部調整部材であって、
　前記本体部の底部内面には、短方向に渡って所定間隔で形成された複数の溝を有し、前
記本体部の一対の側壁内面には、少なくとも前記所定間隔と同間隔で形成された複数の凹
部と、前記凹部と特定間隔離間するように形成された閉塞板をガイドするための複数の凸
部とを有し、前記本体部は、前記一対の側壁の複数の凹部の内の任意の凹部部分で切断さ
れることによって長さを調整可能であることを特徴とする配線ダクト端部調整部材。
【請求項２】
　複数の凹部は、前記底部の溝が形成されている所定間隔よりも狭い間隔で形成されてい
るとともに、前記底部には、所定間隔毎に所定寸法を示す調整表示部が設けられているこ
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とを特徴とする請求項１記載の配線ダクト端部調整部材。
【請求項３】
　閉塞板は、前記本体部に係止された状態で前記本体部の底部と当接する底辺と、前記本
体部に係止された状態で外側に面する外面部と、前記外面部と対向する内面部の間であっ
て短方向の両側側に設けられた凹溝と、前記凹溝と内面部との間に形成された突片とを有
し、前記突片は、前記底辺側になるにしたがって対向する突片間の間隔が小さくなるよう
に形成されており、幅広側の突片間の寸法は、本体部の凹部間の寸法よりも大きくなるよ
うに形成されていることを特徴とする特許請求の範囲１または２記載の配線ダクト端部調
整部材。
【請求項４】
　配線ダクト本体と；
　配線ダクト本体の長手方向の一方側の端部に設けられる請求項１ないし３のいずれか一
記載の配線ダクト端部調整部材と；
　配線ダクト本体の長手方向の他方側の端部に設けられるフィードインボックスと；
を具備することを特徴とする配線ダクト。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、配線ダクト端部調整部材およびこの配線ダクト端部調整部材を用いた配線ダ
クに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、照明器具やコンセント等の電気機器を任意の箇所に配設可能とするために、
当該電気機器を任意の位置に取付可能であるとともに、電気機器がいずれの取付位置でも
給電可能とする配線ダクトが用いられている。
【０００３】
　このような配線ダクトは、配線ダクト本体の内側に長手方向に沿って給電用の対の導電
部が配設されており、これら導電部と電気機器側の対の端子とが接続して電気機器がいず
れの取付位置でも給電可能としているものである。そして、このような配線ダクト本体は
、例えば天井面に複数本が任意に設置され、これら配線ダクト本体の両端部間のうち一方
は給電用のフィードインボックスにて閉塞し、他方はいわゆるエンドキャップで閉塞する
ことよって給電可能となっているものである（例えば特許文献１参照）。
【特許文献１】特開平５－４７４７６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来のような配線ダクトは、設置面である例えば天井面に沿って配設す
る場合に予め所望の長さへ配線ダクト本体を切断しておいて用いるものであるが、例えば
天井面の角部においては配線ダクトのエンドキャップ側端部と前記天井面の角部において
、隙間が生じてしまった場合にはその隙間を埋めることができるものではないため意匠性
が低下してしまうものであった。
【０００５】
　したがって、配線ダクト本体の切断時に厳密に長さを調整する必要があり、施工性が煩
雑となる虞があるものであった。
【０００６】
　本発明は、上記の点に鑑みなされたもので、配線ダクトを設置面に配設する際に長手方
向端部において配線ダクトの長さを微調整することが可能であるとともに、微調整を行う
作業が容易にすることができる配線ダクト端部調整部材および配線ダクトを提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
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【０００７】
　請求項１記載の配線ダクト端部調整部材は、配線ダクト本体の長手方向端部の開口に挿
入する挿入結合部と；矩形状の底部と、前記底部の長手方向における両側部から立ち上が
る一対の側壁とを一体に有し、前記底部と前記一対の側壁によって外面が平坦な断面コ字
状に形成されるとともに、長手方向の一方側の端部には前記挿入結合部が配設され、他方
の端部には開口部が設けられた本体部と；前記本体部の開口部にスライド挿入するととも
に係止して前記開口部を閉塞する閉塞板と；を有し、前記本体部の断面コ字状の開口が前
記配線ダクト本体の設置面側に向くように、前記挿入結合部を前記配線ダクト本体の長手
方向端部の開口に挿入して結合される配線ダクト端部調整部材であって、前記本体部の底
部内面には、短方向に渡って所定間隔で形成された複数の溝を有し、前記本体部の一対の
側壁内面には、少なくとも前記所定間隔と同間隔で形成された複数の凹部と、前記凹部と
特定間隔離間するように形成された閉塞板をガイドするための複数の凸部とを有し、前記
本体部は、前記一対の側壁の複数の凹部の内の任意の凹部部分で切断されることによって
長さを調整可能であることを特徴とする。
【０００８】
　本発明及び以下の各発明において、特に言及しない限り、各構成は以下による。
【０００９】
　「少なくとも前記所定間隔と同間隔で形成された複数の凹部」とは、本体部の底部にお
ける溝と凹部とが略同じ位置に形成されているものであるが、製造誤差によるずれは許容
されるものである。
【００１０】
　本発明によれば、例えば、設置面である天井面の角部に配線ダクトの端部分を合せて配
設したい場合、まず配線ダクトの主たる構成部材である配線ダクト本体を所望の長さに切
断し、当該配線ダクト本体の長手方向における一端側端部にフィードインボックスを取り
付けたと仮定した状態で設置面である天井に設置する。このとき、配線ダクト本体のフィ
ードインボックス側とは反対側端部と天井の角部との間に比較的大きな隙間が生じた場合
には、その隙間を予め測定しておく。
【００１１】
　次に、一旦配線ダクト本体を天井から取外すとともに、本願発明の配線ダクト端部調整
部材を用いてフィードインボックス側とは反対側端部の長さを調整する。
【００１２】
　すなわち、配線ダクト端部調整部材の底部には複数の溝が所定間隔で形成されている。
そこで、前記隙間の測定結果を用いて複数の溝のうちどの位置の溝で切断すると配線ダク
ト本体を天井に配設した状態において前記隙間を略埋めることができるかが分かる。ゆえ
に、本体部の底部を視認できる状態にし、複数の底部の溝のうち切断すべき溝の個所を特
定する。そして、前記切断予定個所の溝と同じ位置の一対の側壁には凹部が形成されてい
るため、切断用の治具を前記凹部に合せ切断作業を実施することで所望の溝部にて切断を
行うことができる。そして、切断後に閉塞板を例えば凸部をガイド部として用いながら本
体部の開口部に係止することで、前記本体部の開口部が閉塞する。これにより、フィード
インボックス、配線ダクト本体及び配線ダクト端部調整部材とで所望の長さを形成するこ
とができる。なお、一対の側壁の凹部の数を底部の溝の数より多く形成し、所望の個所の
凹部部分で切断することによって、さらに詳細に長さを調整するようにしてもよい。
【００１３】
　請求項２記載の配線ダクト端部調整部材によれば、請求項１記載の配線ダクト調整部材
において、複数の凹部は、前記底部の溝が形成されている所定間隔よりも狭い間隔で形成
されているとともに、前記底部には、所定間隔毎に所定寸法を示す調整表示部が設けられ
ていることを特徴とする。
【００１４】
　本発明によれば、底部の寸法表示部により、配線ダクト本体の設置作業者は、切断予定
寸法が予め分かっていれば、前記配線ダクト端部調整部材自体の寸法を再度測定すること
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がない。さらに、底部の溝部よりも多くの凹部が形成されているため、寸法表示部に表示
されている所定間隔よりも細かい長さ調整を容易に行うことができる。
【００１５】
　請求項３記載の配線ダクト端部調整部材によれば、請求項１または２記載の配線ダクト
端部調整部材において、閉塞板は、前記本体部に係止された状態で前記本体部の底部と当
接する底辺と、前記本体部に係止された状態で外側に面する外面部と、前記外面部と対向
する内面部の間であって短方向の両側側に設けられた凹溝と、前記凹溝と内面部との間に
形成された突片とを有し、前記突片は、前記底辺側になるにしたがって対向する突片間の
間隔が小さくなるように形成されており、幅広側の突片間の寸法は、本体部の凹部間の寸
法よりも大きくなるように形成されていることを特徴とする。
【００１６】
　閉塞板の両側に設けられる突片は、底辺側とは反対側の突片間の方が底辺側の突片間の
幅よりも大きくなるように設けられるものであるが、この大きくなる突片間の長さは、本
体部の凹部間の幅よりも大きくなるように形成されていることが好適である。このように
形成すると、閉塞板を本体部に圧入することで容易に係止することができるからである。
【００１７】
　本発明によれば、閉塞板の凹溝が本体部の凸部をガイドされることで、閉塞板が本体部
の開口部に装着されるが、その過程において突片間が徐々に本体部の凹部間に圧入される
ようになっている。
【００１８】
　請求項４記載の配線ダクトによれば、配線ダクト本体と；配線ダクト本体の長手方向の
一方側の端部に設けられる請求項１ないし３のいずれか一記載の配線ダクト端部調整部材
と；配線ダクト本体の長手方向の他方側の端部に設けられるフィードインボックスと；を
具備することを特徴とする。本発明によれば、請求項１ないし３のいずれか一に記載の発
明と同様の作用を有する。
【発明の効果】
【００１９】
　請求項１記載の発明によれば、配線ダクトを設置面に配設する際に長手方向端部におい
て配線ダクト端部調整部材を用いることで、配線ダクトの長さを微調整することが可能で
あるので、配線ダクトと設置面との隙間を略無くすことができる。したがって、意匠性に
優れる配線ダクトを提供することができる。
【００２０】
　また、配線ダクトの長さ微調整は、配線ダクト端部調整部材の底部の溝及び側壁の凹部
を用いて容易に切断長さの確認が行えるので、長さ調整作業を煩雑にすることがない。
【００２１】
　請求項２記載の発明によれば、配線ダクト本体の設置作業者は、配線ダクト端部調整部
材の寸法表示部を目安にすることで、本体部の切断寸法を改めて測定することがない。さ
らに、寸法表示部に加えて、側壁の凹部によって所定間隔よりも細かい寸法調整の目安を
容易に行うことができるので、細かい寸法調整も容易に実現することができる。
【００２２】
　請求項３記載の発明によれば、閉塞板の凹溝が本体部の凸部をガイドされることで、閉
塞板が本体部の開口部に装着されるが、その過程において突片間が徐々に本体部の凹部間
に圧入されるようになっているため、閉塞板を本体部に挿入するのみで固定することがで
き、取付作業性を向上することができる。
【００２３】
　請求項４記載の発明によれば、請求項１ないし３のいずれか一に記載の発明と同様な効
果を有する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下、本発明の第一実施形態を図面を参照して説明する。
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【００２５】
　図１は本実施形態の配線ダクトを示した概略斜視図、図２は図１の配線ダクトの配線ダ
クト調整部材の本体部を示した説明図、図３は配線ダクト端部調整部材の閉塞板を示した
説明図、図４は長さ調整後の配線ダクト端部調整部材の底部側を示した上面図である。
【００２６】
　図１に示した配線ダクト本体１１は、地面とは平行に設けられている天井などの図示し
ない設置面に配設され、照明器具やコンセントなどの電気機器を任意の取付位置に取付可
能とするとともに電気機器をいずれの取付位置でも給電可能としたものである。
【００２７】
　そして、配線ダクト本体１１は、断面略コ字形で長尺からなり、接続部用開口部１２が
長手方向に沿って形成されているとともに長手方向両端部には、図示しないフィードイン
ボックスや後述の配線ダクト端部調整部材である調整部材２が設けられる開口１３が設け
られている。なお、配線ダクト本体１１の内側の両側位置には図示しないが、既知の対の
導体保持部が長手方向に沿って形成され、これら各導体保持部には対の導電部が長手方向
に沿って取り付けられている。
【００２８】
　調整部材２は、図２、３及び４に記載したように、本体部３と閉塞板４から構成されて
いる。なお、図２の（ａ）は本体部を底部側から見た場合を示す正面図、（ｂ）は（ａ）
のＡ部分を拡大した一部拡大図、（ｃ）は（ａ）のＣ－Ｃ断面図である。
【００２９】
　本体部３は、矩形状の底部３１を有しており、底部３１の長手方向における一端側に挿
入係合部３２、他端側に開口部３３を備えている。また底部３１の長手方向における両側
部からは一対の側壁５が立ち上がるように設けられている。
【００３０】
　挿入係合部３２は、配線ダクト本体１１の開口１３に挿入後、ねじ固定するためのねじ
挿通孔３２ａが設けられる挿入部３２ｂと、挿入部３２ｂの両側に配線ダクト本体１１の
導電保持部に挿入係止するための挿入板３２ｃ、３２ｃとを有している。
【００３１】
　また底部３１には、所定間隔であって本実施形態においては５ｍｍ間隔で複数の溝３１
ａが形成されている。そして、溝３１ａの溝３１ａ間には、各溝３１ａが挿入結合部３２
側を基準とした場合の離間寸法を表示する調整表示部３１ｂが各々設けられている。
【００３２】
　また各側壁５は、少なくとも底部の溝３１ａと同位置になるような複数の凹部５１を有
し、かつ凹部５１と凹部５１との間には凸部５２が設けられている。そして凹部５１及び
凸部５２は、溝３１ａの配設数よりも多くなるように設けられているものであって、隣り
合う凹部間又は凸部間は１ｍｍ間隔となるように形成されたものである。
【００３３】
　次に閉塞板４について図３を用いて説明する。ここで図３（ａ）は閉塞板４の上面を示
す上面図、（ｂ）は閉塞板４を内側面側から見た状態を示す正面図である。
【００３４】
　閉塞板４は、本体部３の開口部３３にスライドして挿入係止されるものである。具体的
には、本体部３に係止された状態で外側に面する外面部４１と前記外面部４１と対向する
内面部４２の間に図３（ｂ）に示したように凹溝４３が両側に設けられている。したがっ
て、凹溝４３と内面部４２との連続した頂部が突片４４となる。また、閉塞板４は、図３
（ａ）に示したように、本体部３の底部３１と当接する底辺４５側とは反対側の対向する
突片４４間の幅が底辺４５側の幅よりも大きくなるように形成されている。これは、閉塞
板４を本体部へ挿入した場合に、幅広の凸部４４間が本体部３１の一対の側壁５，５の一
対の凹部５１間に圧入されるようにしているためである。
【００３５】
　本実施形態の配線ダクト１の取付について説明する。配線ダクト１は、例えば、設置面
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である天井に配線ダクト１を配設したい場合、まず配線ダクト１の主たる構成部材である
配線ダクト本体１１を所望の長さに切断する。その後、当該配線ダクト本体１１の長手方
向における一端側端部に図示しないフィードインボックスを取り付けた状態で設置面であ
る天井に設置する。このとき、配線ダクト本体１１のフィードインボックス側とは反対側
端部である開口１３と天井の角部や側壁との間に大きな隙間が生じた場合には、その隙間
を予め定規等測定し、一旦配線ダクト本体１１を天井から取外す。
【００３６】
　次に、調整部材２を前記隙間を埋めれるような長さに調整する。具体的には、まず予め
測定された隙間を略埋めれるような長さにするために、底部３１に設けられた溝３１ａの
うち、調整表示部３１ｂを目安にしながら、５mm間隔におけるある程度の切断予定位置を
定める。そして、さらに詳細に長さを調整したい場合には、各溝３１ａから１ｍｍ間隔で
側壁５に形成されている凹部５１を目安にして切断予定位置を特定する（この場合、ペン
等で目印をしておく。）。その後、切断する位置の一対の側壁５の各凹部５１に切断用の
治具を合せて切断を行うと当該各凹部５１に沿って側壁５が容易に切断される。その後は
、底部３１を治具を用いて切断したり、或いは手によって切断することにより、本体部３
を所望の長さに設定する。なお、底部３１の溝３１ａの個所で切断するとより容易に底部
３１の切断が行えるため、作業性は向上する。
【００３７】
　そして、切断後の本体部３の開口部３３に閉塞板４の底辺４５が下側となるように本体
部３の凸部５２間に凹溝４３を挿入していくと、底辺４５と反対側である幅広の突片間４
４が本体部３１の一対の側壁５と側壁５との間に圧入されるため、閉塞板４は本体部３の
開口部３３を閉塞するとともに、本体部３に固定される。
【００３８】
　そこで、長さを調整した調整部材２の挿入結合部３２を配線ダクト本体１１の開口１３
に挿入し、挿入部３２ｂのねじ孔３２ａにねじ６を螺着すると調整部材２が配線ダクト本
体１１に固着する（図４参照。図４は、長さ調整後の調整部材を示している。）。
【００３９】
　この一連の作業後、再び配線ダクト本体１１を天井に配設するとともに、図示しないフ
ィードインボックス配線ダクト本体１１に取り付けることで、配線ダクト１に電気が導通
され、接続用開口部１２に配設される所望の電気機器へ電源供給が可能となる。
【００４０】
　本実施形態によれば、配線ダクト本体１１と調整部材２とで所望の長さの形成を容易に
することができるので、配線ダクト本体１１を天井に配設した状態で天井の角部等と間に
生じる隙間を容易に埋めることができる。したがって、配線ダクト１が施工されたあとの
空間の意匠性を向上することができる。また、配線ダクト１の長さ微調整は、調整部材２
の底部３１の溝３１ａ及び側壁５の凹部５１を用いて容易に切断予定長さの確認が行える
ので、長さ調整作業が煩雑にならない。また、底部３１の寸法表示部３１ｂにより、配線
ダクト本体１１の設置作業者は、切断予定寸法が予め分かっていれば、前記調整部材自体
の切断予定寸法を再度測定することがない。さらに、底部３１の溝３１ａよりも多くの凹
部５１が形成されているため、寸法表示部３１ｂに表示されている所定間隔よりもさらに
細かい寸法調整を容易に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】本実施形態の配線ダクトを示した概略斜視図
【図２】本実施形態の配線ダクト調整部材の本体部を示した説明図
【図３】本実施形態の配線ダクト端部調整部材の閉塞板を示した説明図
【図４】本実施形態の長さ調整後の配線ダクト端部調整部材の底部側を示した上面図
【符号の説明】
【００４２】
１…配線ダクト、２…配線ダクト端部調整部材である調整部材、３…本体部、４…閉塞板
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、５…側壁、１１…配線ダクト本体、３１…底部、３１ａ…溝、３１ｂ…調整表示部、３
２ｂ…挿入結合部、５１…凹部、５２…凸部、

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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